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わずかに開いている隙間から中を覗いたことから始まったのである。壊れた扉の隙間から

見えたものは、「ぼろきれ」を纏ったかなり大きな望遠鏡らしきものが突っ立っていたの

である（写真 1）。壊れかかった扉を開き、中に入りぼろきれをめくるとなんと真鍮製の大

きな望遠鏡が現れた。これがレプソルド子午儀であった。このレプソルド子午儀は 1880 年

にドイツで製作され、1881 年に明治政府の海軍観象台が購入し、当時麻布にあった海軍観

象台に置かれていた。1888 年麻布の海軍観象台の地に東京天文台が発足した際、海軍観象

台から東京天文台に移管された基幹望遠鏡の一つであった。麻布のレプソルド子午儀は時

刻の決定と経度測量に使用されていた。レプソルド子午儀のあった位置は現在でも天文経

緯度原点になっている。現在の年齢は 131 歳である。 

明治の末期からすでに麻布の地は都市明かりが明るくなり、また狭隘な敷地のために

1904 年に購入したゴーチエ子午環を設置することさえできず、明治 42 年(1909 年)には現

在の三鷹の地を購入して移転する計画であった。ところが学者先生が麻布を離れて「ど田

舎」の三鷹村に移ることに積極的でなかったうえに明治 37～38 年(1904～05 年)の日露戦争

に勝ったものの莫大な戦費で国力は疲弊しており、移転費用もままならずぐずぐずしてい

るうちに大正 12 年（1923 年）の関東大震災に見舞われたのであった。 

 関東大震災で当時麻布にあった東京天文台は壊滅的な被害を受け、大切な観測器械等を

失ってしまったのであるが、レプソルド子午儀は運よく被害を免れ（筆者の想像であるが、

移転のため梱包されていたのではないか）三鷹に移転されてから、昭和 10 年（1935 年）頃

から月、大惑星、主要な小惑星の赤経の決定に使用され、その後、辻光之助によって恒星

の赤経観測に使用され、日本で初めての本格的星表である「三鷹黄道帯星表」、「三鷹赤

道帯星表」、「三鷹天頂帯星表」が出版されている。 

三鷹で活躍したレプソルド子午儀も 1950 年頃役目を終え、その建物は不要物品の倉庫と

化し、何十年もたつと倉庫はゴミの山となり、レプソルド子午儀はゴミに埋もれていたの

であった。それを発見した筆者は猛然と片付けを始め、ゴミの山を片付けて行ったが、天

文時関係の資料は捨てないで欲しいという要望もあり片付けは中途半端になったが、架台

から外され東西反転器に載っていた望遠鏡を架台に戻し、建物の外観だけの見学対象であ

ったレプソルド子午儀室の中も見学できるガラス室を設置した。こういったことはテレビ

ニュース、新聞記事にもなった。 

 筆者は、天文情報センターで働き始めてまもなくこの望遠鏡を国の重要文化財に指定し

てもらうと大風呂敷を広げた。それから 4年、そしてこのたび平成 23 年度の国の重要文化

財指定の答申が出されたである。 

 写真 2が、現在展示されているレプソルド子午儀である。 

筆者が発見した時、レプソルド子午儀の口径 13.5cm の対物レンズは外されて行方不明であ

った。天文台では使われなくなった望遠鏡のレンズを新しい観測装置に転用されることは

珍しくない。容易には行方は分からなかったが、太陽関係の資料を保管している棚で口径
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 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


